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その交替の画期となった前九年合戦 (1051- 62年)・後三年合戦 (1083-87年)の解明を通して、この
三氏の政治権力の性格とその交替の全政治過程を解明したものである。全体は、 3 部 8 章と序章・終章
からなる。
序章では、この両合戦をめぐる古代~現代の研究史を整理し、研究課題を設定する。
第 1 部「総論」第 1 章「安倍氏の時代J は、 10世紀に陸奥北部の社会・政治変動の中から、王朝国家
によって安倍氏が「奥六郡J (岩手県北上平野)の支配者として登用されて台頭することを明らかにす
る。第 2 章「前九年合戦と後三年合戦」は、両合戦の基本的な史料である『陸奥話記.] r奥州後三年記』
の史料的性格の検討をふまえ、両合戦の原因・経過・意義、安倍・清原氏と源氏との関係などを明らか
にする。
第 2 部「前九年合戦とその周辺」第 l 章 rr陸奥話記』について」は、同書について成立年代、作者、




第 3 部「後三年合戦から平泉開府へ」第 l 章 rr奥州後三年記J について」は、同書の成立、作者像、
写本の系列など史料的性格について明らかにする。第 2 章「延久二年合戦についてj は、両合戦の聞に
起こったこの合戦 (1070年)の経過・意義について明らかにする。第 3 章「藤原清衡論」は、奥州藤原
氏の初代清衡の生涯を通して、藤原氏の権力掌握から平泉開府までを明らかにする。
終章は、全体をふまえ、奥羽両国における安倍・清原・藤原氏の交替をめぐる政治史の優れた概説と
なっている。
本論文は、奥羽両国における 10世紀の安倍氏の台頭から、清原氏の覇権を経て12世紀初めの藤原氏初
代清衡の平泉政権の樹立までの全政治過程を、前九年・後三年合戦の分析を軸として明らかにしたもの
である。その考察は、基本史料である『陸奥話記j r奥州後三年記J について、写本原本の調査をふま
えて史料的性格を解明し、徹底的に史料批判を行ってきわめて実証的であり、多くの新見解を提起して
おり、日本古代史研究の学問的発展に寄与するところ大なるものがある。
よって本論文の提出者は博士(文学)の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認められる。
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